





























































































































































子どりは、そのほとんどが下火となっており 聞き書きにより十分な情報を得ることが難しい。ゆえに、本節においては、文献資料の情報をまとめなお （誤記などは修正した） 適宜聞き書きの情報を
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種子が百粒に、犬の毛〔インガケ〕や猫の毛〔マユガキ〕 よう 発芽 、ススキのように大きく成長を」と祈る。戸主 姉妹たちは、戸主が持ち帰った二〇～三〇本ほどススキを家の角々に挿す。
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. 戸主が種子下ろしをする。また、本物 シラのうえ ススキの束を結って根本を開いたトマをかぶせた。
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を炊き、床の間に床の間の分として丸いブーイ〔大きな飯〕を、男の分（長男九個、次男七個、三男五個）として三角形のブーイを供える。また、粟穂やニンニク、神酒、海水でつくった汁、ヘラを飾る。この晩 男衆のみで 食べ 筆者の聞き書 （二〇〇九年一〇月一七日）によると、草分けの家である保多盛家は、ナーマスの畑に粟をまくことをしきたりとしていた。四、シラ イバチィとの結びつき
　
本節では さきにとりあげた各事例を比較し、シラと バチィとが結びついていることをあきらかに








































































的には、 「高い島」では、米のイバチィ、 「低い島」では、粟のイバチィという対応関係をみせている（図四） 。ただし、 「低い島」から「高い島」に刳舟で通いながら、稲をつくってきた「低い島」では、米のイバチィを確認することができる（事例⑦・⑧） 。　
ただし、細かくみると「低い島」のイバチィのなかに米と粟とが混じっているものがある。たとえ
ば、波照間島のブーイは、粟と米と小豆からなり（事例⑨） 、竹富 のイーヤチは、糯粟と糯米、小豆を練り合わせた餅である（事例⑤） 。　
これらの島は、粟作と稲作との比重が変化してきた島々である。さかのぼること、一五世紀後葉（一










は、天水田を開いている。その後、 「島嶼別農耕概況」 （一八九二年）に 米の収穫高は四二〇石、粟の収穫高は三九〇石にのぼっており、稲作 比重を次第に大きくしてきたことがわかる。　
また、 「島嶼別農耕概況」 （一八九二年）による 、竹富島の米の収穫高は一三石であったものの、そ































































































こうしたイバチィ 二重性をとらえるヒントは、石塚尊俊の「納戸神をめぐる問題」 （一九五四）にある。石塚は、八重山諸島のシラの事例に検討を加えつつ、日本列島各地 納戸神 比較を試みている。
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く「世バタボラル」という表現をとっている。この二つの台詞まわしには、本節 エピグラフに紹介した折口の洞察を示唆するものがある。すなわち、 「タボラル」のは、ニーラン神など 世持神からであり、 「ナウレ」るのは、自ら来たたまによって あるととら ることができる。　
こうした二重性は、さきにとりあげたふ つのイバチィに対する仮説を補強するものとなる。四節






















































































































































































































































































































































第一に、シラに 稲からなるものと粟からなるものがあり、種子どり 日に、稲 シラには米のイ
バチィ、粟のシラには粟のイバチィを供えること。第二に、イバチィを形態と祭りの場で分類すると、⃝ αシラ うえ 載せるイバチィと、⃝
β
床の間に供する大型のイバチィとがあり、前者が古形であ












































































































































11）	 竹富島のイーヤチがにぎりめしから餅に変化したの 、おそらく、餅がにぎりめしより保存がきくからである。筆者の聞き書きによると、与那国島の比川集落（事例④ｂ）では 種子どりの間、一週間ほどイハティを床の間に飾っておき、その後、戸主の姉妹である長女に持って行った。もともと長かった種子どりの期間中に（二節参照） 、イハティは傷むため、傷みの少ないところを食べてきた。戦後にな 、衛生面を考慮し、集落はこのしきたりを廃止した。一部の「低い島」のイバチィ（ ぎりめし が米と粟を混ぜた餅に変わったのは、おそらく、以前の要素を残しながら、保存がきくように創意工夫した結果と考えられる。
（
12）	 石垣島 川平集落 種子ど では 白米からなるスー〔潮〕イバツゥと糯米に食紅を混ぜ アカイバツゥを供えてき 。食紅の前は、赤豆を混ぜてい ことか これらの紅白 イバツゥは稲作と畑作のものからるイバチィであったと推測できる。
（














































































































































を土地の精霊を屈服させる存在ととらえ いるも の 本稿の立場からする 本来、まれびと もたらすものは、ざくざくと割るような種子の根下りの力で り、その反閇 意図は、土地の精霊を抑える めではなく、種子の根下りをうながすところにあった。なぜ、 「ざくざく た」ものを「花」 いうのかと、かひが開いたものとらえていたからである。
（
30）	 ここで問題となるのが、播種 待つ数か月の間、穀物 たま（アニマ）はどこ あるのか いうこと
136












































































六）によると、正月の「みたまの飯」は、藁苞に包んで天井や縁側のはりなどにつるし 田植えの際に食べる。同様 、伊豆諸島 壬生家の事例を報告した大間知篤三（一九七一
　
二七八～二八六）によると、壬生家
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宮城真治（一九三一） 「古代 繩 正月は陰暦八月であつた。 」 『琉球新報』昭和六年九月（所収：宮城真治（一九五
四） 『古代沖縄の姿』沖繩印刷所）
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